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第

15

分

科

会

「
家
父
長
制
か
ら
考

え
る
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
課
題
」
は
、
女

性
の
人
権
を
大
切
に

す
る
社
会
の
実
現

へ
、
憲
法
の
視
点
か

ら
家
父
長
制
と
労
働

分
野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

課
題
に
つ
い

て
考
え
て
い

き
ま
す
。 

 

助

言

者

は
、
岡

山

県

労

働

者

学
習
協
会

事
務
局
長

の
長
久
啓
太
さ
ん
。

要
請
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
①
選
択
的
夫
婦

別
姓
に
関
す
る
こ
の

間
の
国
の
動
き
及
び

運
動
に
つ
い
て
、
②

ケ
ア
労
働
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
、
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

日
本
国
憲
法
第

14
条
は
法
の
下
の

平
等
、
第

24

条
は

家
族
生
活
に
お
け
る

個
人
の
尊
厳
と
両
性

の
本
質
的
平
等
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
２
０
２

５

年

の

ジ

ェ

ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
で
日
本
は
１
４
８

か
国
中
１
１
８
位
と

世
界
の
中
で
も
立
ち

遅
れ
た
状
況
で
す
。 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

実
現
の
た
め
の
地
域

づ
く
り
、
政
策
や
運

動
に
つ
い
て
、
全
国

の
み
な
さ
ん
と
実
践

的
に
学
び
交
流
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
ご
参

加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！  集会内容は 

2次元コードから 

 第18回 

  地方自治研究国集会in広島 その⑤ 

 

９
月
２
日(

水)

ア
ス
テ
ー

ル
プ
ラ
ザ
に
て
「
自
治

体
・
関
連
職
場
で
働
く
臨

時
・
パ
ー
ト
・
嘱
託
・
会

計
年
度
任
用
職
員
２
０
２

６
学
習
総
決
起
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
会
場

21
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン

23
名
の
計

44

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭

の
挨
拶
で
は
非
正
規
連
絡
会

ヒ
ロ
シ
マ
現
代
表
の
加
藤
加

代
子
さ
ん
よ
り
、
秋
季
闘
争

を
前
に
改
め
て
賃
金
の
仕
組

み
を
し
っ
か
り
と
学
び
共
に

考
え
て
い
こ
う
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

続
く
「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
賃
金
の
仕
組
み
」
の
講

演
で
は
広
島
市
職
労
書
記
長

の
木
下
克
己
さ
ん
よ
り
、
人

事
院
勧
告
制
度
や
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
料
・
報
酬
の

仕
組
み
、
昇
給
制
度
の
変
更

や
差
額
の
変
化
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
職
種
や
経
験
年
数

に
よ
っ
て
不
公
平
感
の
あ
る

給
料
表
・
昇
給
制
度
を
改
善

し

て

い

く

方

法

と

し

て
、
正
規
職
員
と
は
別

に
会
計
年
度
任
用
職
員

独
自
の
給
料
表
を
作
成

す
る
案
や
、
職
種
ご

と
に
初
任
給
を
定
め

昇
給
を
行
う
案
、
現

行
の
給
料
表
を
ベ
ー

ス
に
会
計
年
度
任
用

職
員
独
自
の
改
定

を
行
う
案
、
昇
給

幅
の
改
定
を
行
う

案
な
ど
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。 

 

各
単
組
の
代
表
が
一
言
ず

つ
決
意
を
述
べ
る
決
意
表
明

リ
レ
ー
に
は
４
単
組
が
参
加

し
、
職
種
に
よ
っ
て
様
々
問

題
は
あ
る
も
の
の
職
責
、
仕

事
に
見
合
っ
た
賃
金
を
勝
ち

取
れ
る
よ
う
全
体
で
団
結
し

交
渉
に
臨
む
決
意
を
固
め
ま

し
た
。 

 

最
後
の
行
動
提
起
で
は
非

正
規
連
絡
会
ヒ
ロ
シ
マ
前
代

表
の
平
松
ゆ
う
子
さ
ん
よ

り
、
今
日
知
っ
た
こ
と
を
職

場
で
話
し
未
加
入
者
へ
組
合

加
入
を
呼
び
掛
け
る
こ
と

や
、
団
結
署
名
や
決
起
集

会
・
宣
伝
行
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て

10

月
開
催
の
地
方
自
治
研
究
全

国
集
会
へ
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
と
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

8
月

23
日(

日)

～

24
日(

月)

岩
手
県
盛
岡

市
で
自
治
労
連
第

48
回

定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
２
６
０
人
の
代
議

員
に
占
め
る
女
性
比
率

は
31.

３
％
で
し
た
。 

 

運
動
方
針
は
、
４
つ

の
重
点
と
し
て(

１)

戦

争
国
家
づ
く
り
・
改
憲

阻
止
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
く
ら
せ
る
平
和
な

社
会
実
現(

２)

憲
法
の

理
念
を
具
体
化
し
、
公

共
を
国
民
・
住
民
に
取

り
戻
す(

３)

希
望
と
意

欲
の
も
て
る
賃

金
・
公
務
員
制

度
、
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
づ

く
り(

４)

「
対
話
と
学
び

あ
い
」
で
組
織
拡
大
を
、

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
地
か
ら
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員

の
処
遇
改

善
、
民
営
化
、
・
雇
い
止

め
の
闘
い
、
平
和
や
憲
法

を
守
る
取
り
組
み
、
生
計

費
調
査
等
で
確
信
し
た
あ

る
べ
き
賃
金
制
度
、
書
記

と
役
員
が
一
体
と
な
り
対

話
と
学
び
あ
い
を
い
か
し

た
組
織
拡
大
運
動
等
が
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
か

ら
は
関
連
一
般
労
組
せ
い

れ
ん
じ
分
会
や
非
正
規
ヒ

ロ
シ
マ
の
闘
い
、
全
国
自

治
研
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

 

総
括
で
は
、
人
勧
を
地

方
自
治
体
独
自
の
配
分
に

さ
せ
る
こ
と
と
組
織
拡
大

を
一
体
と
し
、
が
ん
ば
ろ

う
と
ま
と
め
ら
れ
、
全
て

の
提
案
は
採
択
さ
れ
閉
会

し
ま
し
た
。 

２０２６学習総決起集会 開催！ 

私
た
ち
の
賃
金
の 

仕
組
み
を
学
ぼ
う
！ 

団
結
し
交
渉
に
臨
も
う
！ 

み
ん
な
で
行
動
を
！ 

「戦争はイヤ」の思いあつめ、平和な社会を 

仲間を増やし働きがいと魅力ある職場をつくり、公共を取りもどそう 

行動提起を行う平松さん 

賃金について共に学び 

考えていこうと挨拶する加藤さん 

賃金の仕組みについて講演する木下さん 

大会発言指名を求める全国の代議員 

自治労連 

第48回定期大会 
が開催されました！ 

まもなく開催！ 10/3（土）～4（日）第18回地方自治研究全国集会in広島 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
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広
島
市
関
連
労
組
連
絡
会
は
、

８
月
18
日
か
ら
９
月
８
日
に
計
４

回
、
健
康
福
祉
局
・
こ
ど
も
未
来

局
、
経
済
観
光
局
・
都
市
整
備

局
、
市
民
局
、
企
画
総
務
局
と
、

毎
年
行
っ
て
い
る
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
交
渉
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
指
定
管
理
者
制
度
開
始

か
ら
20
年
。
20
年
前
に
は
想
像
で

き
な
か
っ
た
未
曾
有
の
物
価
・
人

件
費
の
高
騰
で
、
こ
れ
ま
で
の
制

度
で
は
ま
と
も
に
事
業
を
継
続
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
広
島
市

は
指
定
期
間
中
も
物
価
の
変
動
等

に
対
応
し
、
指
定
管
理
料
を
増
減

す
る
「
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
２
０
２

７
年
度
に
導
入
し
ま
す
。 

 

今
年
の
交
渉
は
、
主
に
こ
の
ス

ラ
イ
ド
制
に
係
る
懸
念
点
と
、
今

年
10
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
同
一
労

働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
変

更
に
伴
う
人
件
費
増
額
に
つ
い
て

訴
え
ま
し
た
。 

 

築
50
年
を
超
え
る
公
共
施
設
が

珍
し
く
な
く
な
り
、
各
単
組
と
も

事
故
の
可
能
性
や
設
備
の
不
備
に

よ
る
利
用
停
止
の
危
険
性
を
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
新
築
改
築
し
た
施

設
で
も
設
計
ミ
ス
に
よ
る
想
定
外

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

各
課
と
も
課
題
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
て

対
応
す
る
し
か
な
い
と
い
う
回
答

で
し
た
。 

 

福
祉
の
分
野
で
は
、
「
困
っ
て

い
る
人
こ
そ
助
け
が
必
要
。
利
益

を
追
求
せ
ざ
る
負
え
な
い
民
間
事

業
者
で
は
そ
の
人
た
ち
を
引
き
受

け
ず
、
儲
け
の
出
や
す
い
事
業
の

み
実
施
す
る
傾
向
が
あ
る
。
市
の

外
郭
団
体
は
、
赤
字
に
な
っ
て
も

引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
」
と
職

員
の
増
員
と
応
募
し
て
も
ら
え
る

待
遇
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

指
定
管
理
施
設
が
請
け
負
う
専

門
分
野
で
は
20
年
前
に
は
な
か
っ

た
考
え
方
や
政
策
が
そ
れ
ぞ
れ
導

入
さ
れ
、
広
島
で
も
対
応
す
る
予

算
と
方
針
を
立
て
て
欲
し
い
と
要

望
を
出
し
ま
し
た
。 

8月22日（土）午後からオンライン併用で岩手県盛岡市の

サンビル大ホールにて行われました。 

運動方針では曽我事務局長より正規・非正規職員の格差

解消やジェンダー平等社会の実現のため、「対話と学びあ

い」で新たな仲間を増やし、団結の力で委託・指定管理が

導入されても労働条件の後退と行政の無責任な対応を許さ

ず、公務公共を支えていく運動の重要性が訴えました。 

その後の討論では、全国より15本の発言があり、広島か

らは石本代議員が、7月に実施した会計年度任用職員自治体

キャラバンの取り組みにおける成果と課題について、発言

を行いました。 

最後に全国の仲間と共に様々な課題について「対話と学

びあい」を深め、同一

労働・同一賃金の実現

に向け、運動・学習・

交流を強化していくこ

との重要性を確認して

大会を締めくくってい

ます。 

8月22日（土）午後からオンライン併用で開催され、会場

から24名オンラインで16名が参加しました。 

各地からは、世代交代が困難でも連続学習会や泊りがけ

で女性部大会＆学習会の開催、「自治体すごろく」の作

成、「ジェンダー平等アクションプラン」策定の過程と今

後の取り組み等が報告されました。 

広島からは平和学習や、「娘や嫁が第2子を出産する際の

補助休暇」について報告し、全国自治研への参加を呼びか

けました。 

女性部長が、人員不足で心身が疲弊している実態、会計

年度任用職員の多くが女性で雇い止めの不安のなか業務を

行っている状況だが、性別に関

わらず安心して働ける職場づく

りが人員不足の第一の対策、女

性が参画し声を反映させていこ

う、各地の取り組みは全国の集

まりで報告し、共有すると前進

につながる、がんばろうと元気

よく語り、終了しました。 

自治労連第48回定期大会 

【補助組織大会報告】 

非
正
規
公
共
評
第
34
回
定
期
大
会
「安
心
し
て
は
た
ら
き
続
け

ら
れ
る
し
く
み
を
構
築
し
よ
う
」 

女
性
部
第
39
回
定
期
大
会 

 
 

「つ
な
が
ろ
う
・つ
な
げ
よ
う
、
私
た
ち
女
性
の
運
動
を
！
」 発言する石本代議員 

「自治体すぐろく」を紹介する 

岩手の代議員 

各地で多発する災害で被害に遭われたみなさまに 

お見舞い申し上げます。 

災害支援活動にあたられている自治体、公務公共

職場で働くみなさん、おつかれさまです。 

 

７
月
28
日
午
後
４
時
27
分
頃
、

熊
本
県
宇
城
市
と
氷
川
町
で
震
度

７
を
観
測
す
る
巨
大
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

自
治
労
連
本
部
は
、
７
月
29
日

に
緊
急
に
自
治
労
連
本
部
内
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
現
地
の
労

働
者
、
被
災
者
の
救
援
、
復
興
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
被
災

者
救
援
カ
ン
パ
に
取
り
組
む
体
制

を
取
り
、
広
島
自
治
労
連
は
本
部

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
各
単
組
役

員
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
み
な
さ

ま
に
カ
ン
パ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
８
月

20
日
に
、
「広

島
の
土
砂
災
害
で
も
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
地
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い

け
れ
ど
、
み
な
さ
ん
の
生
活
が
少
し

ず
つ
よ
く
な
る
こ
と
を
、
全
国
の
み

ん
な
が
応
援
し
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
み
な
さ
ん
の
支
え
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

安
心
、
安
全
な
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
広
島
か
ら
も
支
え
て
い
き

ま
す
」、
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

送
金
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
各
地
で
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
改
め
て
「
自
治
体
・

公
務
公
共
労
働
者
の
増
員
を
」

「
軍
事
費
よ
り
防
災
・
減
災
に
予

算
を
」
「
ミ
サ
イ
ル
よ
り
体
育

館
・
避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
を
」
と

要
求
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
「
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
請
願
署
名
」
を
一
筆
で
も
多
く

集
め
、
政
府
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
！ 

 
 

２
０
２
７
年
度
か
ら
導
入
す
る 

 

「
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
」 

公
務
公
共
で
担
う
福
祉
施
設
の 

 

現
状
と
課
題 

専
門
分
野
に
対
す
る
予
算
と

方
針
を
強
く
求
め
る 

指定管理者制度のもとで働く仲間の要求を 

訴える中村議長（右から2人目） 

９
月
８
日
、
企
画
総
務
局
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
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 ● 広島自治労連第37回定期大会 ● 

 11月1日（日）11時～17時  

 ロードビルでオンライン併用で開催 

 11時～12時  学習会「仲間を増やそう」 

 12時45分～17時  定期大会次第 


